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 図５. フマル酸ケトチフェンパッチテスト１週後の陽性所見  

          製品の含有濃度は 0.07％ 

    

（診断と治療経過）ケトチフェンによるアレルギー性接触皮膚炎と診断した。ベタメタ

ゾン 1ｍｇ/日を３日間内服し、その後４日間 0.5ｍｇ/日内服し、ステロイドを外用後、

パッチテスト陰性の塩酸レボカバスチン点眼液を使用し略治した。 
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